
二枚貝の生息環境 

ダム下流の河川生態系 

　私達は、上流から下流へ流れる大量の水を差して河川と

呼びます。しかし河川に流れているのは水だけではありま

せん。河川は、土砂や生物、生物の餌となる有機物などの

物質も、上流から下流へと連続的に運んでいます。しかし

今日、この連続した物質の流れは、世界の70％以上の河川

において、治水・利水上の必要性から建設された貯水ダム

などにより分断されているといわれています。海外の

大陸性河川においては、貯水ダムが下流の河川生態系に

与える影響についてよく研究されており、生物の移動阻害、

流量や水温の変動パターン、土砂供給量の減少、生物に

とってのエネルギー資源の変化などが複雑に組み合わさって、

生息する生物に影響を与えることが報告されています。

しかし、日本に目を転じてみると、ダムが下流の生態系に

及ぼす影響についての研究は驚くほど少ないのです。日本の

ダムの特徴のひとつとして、大陸にあるダムと比べ、規模が

小さく回転率が小さいことが上げられます。例えば米国

のダムでは、平均数年分もの河川の水を貯めていますが、

日本のダムでは3ヶ月か

ら6ヶ月程度のものが多く、

ダムが河川生態系に与え

る影響を考えるにあたり、

これまでの海外の研究を

「単純に」参考にすることはできないのです。そこで自然

共生研究センターでは、日本のいくつかのダム河川で調査

を行い、ダムによる河床環境改変のうち、河床に生息する

生物に対し顕著に影響を与える要因は何か、またその効果的

な改善策について研究しています。その結果、土砂供給量の

減少、エネルギー資源の変化、の2つの要因は生物に対して

顕著に影響を与える一方で、ダム下流で流入する支川に

よって顕著に改善されていることを明らかにしつつあり

ます。今後、これら結果についてARRC NEWSでも報告・

発信していきたいと考えています。
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　ここでの二枚貝とはイシガイ科に属する仲間（イシガイ類）

を指しており、日本には17種類ほどが生息しています。

イシガイ類は魚類を交えた複雑な共生関係で知られており、

タナゴの仲間はその卵を生きたイシガイ類の中に産み付

けなければなりません。さらに、イシガイ類の幼生（子供）

はしばらくの間はヨシノボリなどの魚に寄生しなければ

生きていけません。これらの関係から、魚を含めた良好な

生態系を反映する指標として注目されています。以前は

平野部の小河川やため池、そして水量が比較的安定した

森林河川などに数多く生息していたようですが、河川改修や

圃場整備により生息数・範囲ともに激減しています。イシ

ガイ類の生息環境を残そうという試みは各地で行われて

いますが、その生態などに関して多くのことが未解明なの

です。例えば、イシガイ類が何を栄養として体に取り入れて

いるかもよく分かって

いませんし、どれくらいの

流れの速さ、深さ、川底の

状態を好むかも明らかに

されていません。そこで

現在、岐阜県関市の農水路に生息する流水を好む数種類を

対象にして、好適な微生息場所要因を特定する研究を行って

います。その結果によれば、水際を好む種や流心を好む

種に分けられることが明らかになってきています。このこと

は、水路のような比較的小さな流れにおいても、流路内の

物理環境多様性が多様なイシガイ類の生息に重要である

ことを示唆しています。
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産み付けられたタナゴ類の卵

ダム下流の風景


